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1-ナフトール（CAS no. 90-15-3） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

1-ナフトールの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、抗甲状

腺ホルモン作用を持つことが示唆され、疫学的調査の報告において、視床下部―下垂体―生殖腺軸

への作用及び抗アンドロゲン様作用を示すことが示唆された。 

 

(１)抗甲状腺ホルモン作用 

 Sun ら(2008)によって、1-ナフトール 10、50、100μM(=1.44、7.21、14.4mg/L)に 24時間ばく露

したヒト肝がん細胞 HepG2 (甲状腺ホルモン受容体 β リガンド結合ドメインを発現)によるレ

ポーターアッセイ(プロモータ領域に甲状腺ホルモン応答性レポーター遺伝子導入細胞を用い

たルシフェラーゼ発現誘導 )が検討されている。その結果として、1-ナフトールは、

10μM(=1.44mg/L)以上の濃度及び IC50値 76.2μM(=11.0μg/L)の濃度において、トリヨードサイロ

ニン５nM によるルシフェラーゼ発現誘導を阻害した。 

 

(２)疫学的調査 

 Han ら(2010)によって、1-ナフトールについて、中国 NIMU Infertile Studyにて 2004年から 2007

年にかけて Nanjing Medical University Hospital に不妊症診断に訪れた男性(642名中、インフォ

ームドコンセント等の条件を満たし配偶者の不妊症等を除外した 562名。尿中 1-ナフトール補

正幾何平均値濃度 3.363μg/gクレアチニン)への影響が検討されている。その結果として、多変

数線形回帰分析(三分位間)において尿中 1-ナフトール濃度と黄体形成ホルモン濃度異常(5IU/L

未満、30IU/L以上)発生率とに正の相関が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Meeker ら (2007)によって、1-ナフトールについて、米国 Massachusetts 州 Boston 市の

Massachusetts General Hospital にて 2000 年から 2003 年にかけて不妊症診断に訪れた男性(370

名中、尿サンプルを提出し避妊薬の投与歴のない 330名。尿中 1-ナフトール検出状況は、検出

率 99.7%、補正幾何平均濃度 3.38μg/L)への影響(尿中 1-ナフトール濃度との相関性、八分位間

比較と思われる)が検討されている。その結果として、1-ナフトール/2-ナフトール濃度比が>2

となる群(175 名、主要ばく露源としてカルバリルが想定される)では、多変数線形回帰分析に

おいて運動精子率、血清中テストステロン濃度とに負の相関、多変数ロジスティック回帰分析

において精子運動不全(運動精子率 50%未満)発生率とに正の相関が認められた。また、1-ナフ

トール/2-ナフトール濃度比が<2となる群(96 名、主要ばく露源としてカルバリルの他、ナフタ
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レンが想定される)では、多変数線形回帰分析において精子 DNA 損傷率とに正の相関が認めら

れた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 Meeker ら (2006a)によって、1-ナフトールについて、米国 Massachusetts 州 Boston 市の

Massachusetts General Hospitalにて 2000年から 2003年にかけて不妊症診断に訪れた女性の配偶

者(262 名。尿中 1-ナフトール補正幾何平均値濃度 3.01μg/L)への影響が検討されている。その

結果として、多変数線形回帰分析(五分位間)において尿中 1-ナフトール濃度と血清中テストス

テロン濃度とに負の相関が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 
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